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研究分野：工学 
科研費の分科・細目：プロセス工学 ・ 生物機能・バイオプロセス 
キーワード：エマルジョン PCR  、無細胞タンパク質合成系   、マイクロチャネル乳化 、 
ペプチド、 ビーズディスプレイ    
 
１．研究計画の概要 
我々は無細胞の反応系のみで構築された、進
化分子工学のためのシステム（ビーズディス
プレイ）を開発し、新規タンパク質の創製に
応用することを目的としている。具体的には
１） 均一エマルジョンを用いたビーズディ
スプレイシステムの構築、２）セルソーター
によるハイスループットスクリーニング技
術の開発３）イメージング質量分析計を用い
たハイスループットスクリーニング技術の
開発、を当初の目的とした。 
 
２．研究の進捗状況 
上記計画のうち１）、２）については順調に
研究が進行しているが、３）については初年
度の検討により、適切なマイクロアレイが入
手困難であったため、現在中止している。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
当初計画のうち、現在までの達成度は約 80%
である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
これまでの検討により、核酸、蛋白質のスク
リーニングシステムとしては、画期的に多用
途で、かつハイスループットなシステムが構
築されつつある。残りの 1年で本システムの
有用性を、具体的な事例で示していく予定で
ある。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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